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【午後１時００分開会】 

○小田原委員長  大変お待たせいたしました。本日の委員の出席は４名でありますので、本

日の委員会は有効に成立いたしました。 

 これより平成１８年度第２回定例会を開会いたします。 

 日程に入ります前に、本日の会議録署名員の指名をいたします。 

 本日の会議録署名員は、４番 齋藤健児委員 を指名いたします。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、日程に従いまして、進行いたします。 

 ――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○小田原委員長  議事日程、第５号議案 八王子市青年海外派遣基金条例の一部を改正する

条例の設定依頼について（継続）を議題に供します。 

 本案は、前回継続審議となっておりますが、生涯学習総務課から追加の説明はございま

すか。 

○米山生涯学習総務課長  それでは、第５号議案 八王子市青年海外派遣基金条例の一部を

改正する条例の設定依頼について、継続審議になってございます。 

 それで、冒頭で申しわけありませんが、「改正の理由」のところ、文言等の整理で修正

をしたいと思いますので、まずそこから御説明をしたいと思います。 

 「改正の理由」の７行目です。「事務処理を進めている。そこで、教育委員会として

も」という部分の「そこで、」を削除していただきたいと思います。 

 それから、「教育委員会としても現在の国際化に対応した異文化体験・国際理解教育を

体験学習の充実が」というところなんですけれども、「国際理解教育等」とし、「を体験

学習」を削除して、「国際理解教育等の充実が求められている」という形で修正をお願い

します。 

 それから、下段ですけれども、「充実が求められている青少年を友好都市等へ派遣する

ことで実施したい考えである。」という部分ですけれども、「都市等へ派遣することを考

えている。」という形で修正をお願いします。その次の「その際、」のところは消してく

ださい。 

 その次、「本基金を活用して派遣事業を実施するためには、派遣の対象を青年に限って

いる」から「実施が極めて困難である。」というところの、「派遣の対象を青年に限っ

て」から、その下段の「困難である。」までを消していただきたいと思います。その次、
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「そこで、」も消していただきたいと思います。 

 それから、その次です。「対象を青少年へ拡大すると共に」を「青少年へ拡大し、さら

に運用収益だけでなく処分可能とすることで」、それ以降「ある程度」というところを取

りまして、「することで、継続的に事業を実施することを可能とするよう」、それで、

「ものである。」から「積み立てているが、本改正に合わせて」までのところを取ってい

ただいて、「実施することを可能とするよう」、下から２行目の「規定整備をおこなうも

のである」という形で、修正をお願いしたいと存じます。 

○小田原委員長  ただいまのような「改正の理由」の修正、よくわからないところがありま

したけれども、よろしいですか。 

 「ためには、」の「は」も取るんじゃないですか。「ために、規定整備をおこなうもの

である」。 

○米山生涯学習総務課長  では、頭から修正した部分を読みたいと思います。修正のないと

ころから上からずっと読んでいきたいと思います。 

 この基金は篤志家の寄付により青年を海外に派遣することを目的に市において設立さ

れたものである。 

 教育委員会は、本基金を活用して広い国際的視野と市民意識を持った青年の育成を図

るため、青年海外派遣事業を実施していたが、運用収益が少額となったこと等により 

１２年間同事業は休止状態である。この間、社会経済のグローバル化は急速に進み、市

では、海外都市と交流を進めるべく友好都市提携について事務処理を進めている。教育

委員会としても現在の国際化に対応した異文化体験・国際理解教育等の充実が求められ

ている青少年を友好都市等へ派遣することを考えている。本基金を活用して派遣事業を

実施するために、対象を青少年へ拡大し、さらに運用収益だけでなく処分可能とするこ

とともに…… 

○小田原委員長  「するとともに」かな。さっき「することで」と言わなかった。 

○米山生涯学習総務課長  済みません。「するとともに」に直しました。 

 「するとともに、継続的に事業を実施することを可能とするよう規定整備をおこなうも

のである」。 

 以上のように修正をお願いいたします。 

○小田原委員長  という改正理由でございます。 

 では、続けて説明ございますか。 
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○米山生涯学習総務課長  それでは、この第５号議案の今の修正に基づきまして、前回、一

部説明不足の点もありましたので、それを含めて再度御説明させていただきたいと思いま

す。 

 まず最初に、この基金は、市内の篤志家の寄付により青年を海外に派遣する資金に充て

ることを目的に、昭和４９年に設定されたものです。教育委員会では、本市の運営収益と、

１つには、前回説明しませんでしたが、状況に応じて一般財源を投入して、広い国際的視

野と市民意識を持った青少年育成を図るため、２０歳から２７歳までの青年を対象に、海

外派遣事業を昭和５０年から平成５年までほぼ隔年で９回実施し、９０名の青年を海外に

派遣してきました。 

 しかしながら、運用収益が少額になったことや財政状況の悪化等により、平成５年を最

後に休止しております。また、事業実施に当たっては実施要綱をその都度定め、選考の上、

派遣事業を実施してまいりました。 

 それでは、宮木主査より今回の提案について御説明をさせていただきます。 

○宮木生涯学習総務課主査  前回の委員会での御意見を踏まえまして、改正理由等を大分修

正しております。説明につきましては重複する部分もあるかと思いますが、御了承いただ

きたいと思います。 

 まず改正の内容ですが、青少年も派遣できるように対象を拡大するものであります。ま

た、基金を派遣事業の資金に充てるために使用する場合、運用収益、すなわち預金利子で

すけれども、この範囲の限度であったものを原資も含めて処分できるようにします。ここ

で処分と申しますのは、派遣事業を実施するときに、基金を取り崩して事業予算の財源の

全部または一部に充てるということでございます。 

 また、これまでも指定寄附金があったときに、基金に積み立てる場合は、地方自治法に

基づきまして、一般会計歳入歳出予算に計上して積み立てているわけですけれども、ほか

の条例、例えば八王子市育英基金条例もございますが、これと同様に条例上明確に記載す

るものであります。 

 この改正の背景としまして、先ほど課長の方からも説明がありましたけれども、本市で

は海外都市との交流を図るため、本年４月から市民活動推進部に国際化推進担当の主幹を

置いたところでございます。また、本市の社会教育委員会議から、平成１６年７月に「八

王子の近未来における社会教育のあり方」という提言がありまして、その中でも、少子・

高齢社会、またＩＴ情報化、並びに国際化への対応についても重要な課題として取り上げ
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ております。 

 以上のような背景から、本条例の改正理由として、青少年を対象に異文化体験・国際理

解教育を海外友好都市等に派遣することで実施したいと考えております。 

 さきの定例会で一般財源を積み立て可能にするという説明をいたしましたが、一般財源

の投入につきましては、改正前は事業を実施するときの事業費の予算に、一般財源から幾

ら、基金から幾らという形で投入する方法しかありませんでした。この改正によれば、今

後の社会情勢や財政状況等の変化に対応できるように、基金の方にも場合によっては積み

立てることを可能とするものでございます。 

 一般財源投入の判断は、その時々に教育委員会や議会の審議を経て行っていく考えでお

ります。また、派遣事業の実施の際は、計画段階で事業の目的の対象等を教育委員会に諮

り、審議の趣旨を踏まえて要綱等を整備して実施していく考えでおります。 

 説明は以上でございます。 

○小田原委員長  説明は終わりました。 

 ただいまの件につきまして御質疑ございませんか。 

○齋藤委員  きょうは、たまたま細野委員が御欠席ではありますけれども、個人的な意見は

後ほどとしても、前回、細野委員のいわゆる御質問の中に、一般財源を予算計上できるよ

うにする必要はないんじゃないかということに対して、何か今の説明で答えは明確になっ

ているのかなという感じを若干受けるんですけれども、ちょっと説明が私には、寄附金を、

元金を取り崩してすることについてはいいとしても、何でそこに一般財源まで投入しなき

ゃならないんだという質問が前回あったわけじゃないですか。そこにかなり細野委員はこ

だわっていらっしゃったと思うんですが、それについての答えが今の説明で明確かどうか

というのが私にはちょっとピンと来ないんですけれども、これは個人的な意見とはまた別

なんですけれども、前回の質問に対しての答えがなされているのかなということです。 

○米山生涯学習総務課長  前回の理解が違うか、その辺は定かではないんですけれども、実

は前回細野委員がおっしゃったのは、海外派遣について、１つには、基金について内容が

意味なければ、それはなくせばいいだろうという話でした。そうすると、一般財源を投入

することによってその基金がなくなりませんから、なくならない限り、それだったら継続

するような形の中で、一般財源を投入したらずっと残ると。意味のないものは使い切って

終わればいいじゃないかという私どもの理解だったんですね。 

 ですから、この事業は重要で必要な際には一般財源を投入してやっていくという形で、
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この派遣の基金は継続的に残るという形なんですね。細野委員の意見は、派遣基金そのも

のをなくす、全部使い切ってしまえというのが御主張だったと思います。それで、使い切

ってしまうために、一般財源を投入したら基金はずっと継続的に一部残りますので、とい

う私どもは理解をしました。 

○齋藤委員  ちょっとちんぷんかんぷんのような気がするんですよ。個人的な意見は別とし

てという大前提ですけれども、細野委員がおっしゃっていたのは、青年たちを海外に送っ

てもらいたいというために基金があったわけですよね。だから、それが今５,０００万円

ほど残っているわけですよね。それで、今までの例を見ても、今までの行われていた年度

の基金の投入額は、大体１回に２００万円ちょっとなんですよね。単純に考えても、うま

くやれば、１０年で２,０００万ですから、２０年ないし２０年以上、今までどおりのも

のは、元金を使っていけば、利子では無理だということはわかりましたので、元金を使っ

ていけば２０年は使えるじゃないかと。 

 このいわゆる寄附をした人たちの意思もそこで生きているわけじゃないですか。向こう

２０年間はその元金を取り崩すということを決めればやれるわけですよね。だから、一般

財源をそこのところにあわせて入れるということの意味がわからないという細野委員の質

問だったと思うんですよ。それの答えには、今の説明だと、いや、そうじゃないんです、

なぜ一般財源を組み入れておくかという改正をするんだという答えが明確に私にはわから

ない。言っている意味がわかりますか。 

○小田原委員長  そうだと思いますよ。説明がない。だから、もっと積極的な理由があれば

と思います。 

○菊谷生涯学習スポーツ部長  今、宮木主査の方から一部説明があったかと思いますけれど

も、一般財源を確かに投入するという考え方はございます。ただ、その前提としては、こ

の予算を組み立てるに当たりましては、教育委員会にも御相談申し上げ、また議会の議決

も必要ということでは、道は開いてございますが、一般財源を投入するという前提では条

例の組み立てはしていないということでございます。ですから、あくまでも…… 

○小田原委員長  ですから、細野委員も、齋藤委員もどういうことを言っているかというと、

税金をわざわざ使わなければならない理由はないんじゃないかと。基金を使ってなくなっ

たらなくなったでいいんじゃないかと、そういう話だったわけですよ。だから、税金を使

わなきゃならない理由は何だと、そこを明確にしろという話なんです。 

○川上委員  先ほど米山課長がおっしゃったところで、基金に投入するというところがとて
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も気になったんですが、実施に対して一般財源を投入しなきゃならないことは、実施に関

しては必ず出てきますよね。青少年に広げるとして規定をつくったとしても、その青少年

にはこの基金を使って派遣できるけれども、それをサポートする職員とか何とかが出てく

る。それを一般財源ということになるわけですよね。今までもそういうふうにしていらし

たというふうな先ほどの説明でしたね。今後、基金のもとの部分を処分していくと少なく

なる。では、基金はいつも集まった金額にしておかなければならないということで、そこ

に投入するということなんですか。 

○小田原委員長  いや、そうじゃないんだよね。 

○川上委員  そうではないですよね。 

○小田原委員長  財政事情がよくなれば、基金に財源を補てんするというのかな。 

○宮木生涯学習総務課主査  積み立てができるという。 

○小田原委員長  積み立てができると。 

○川上委員  いずれ積み立てができる。 

○石川教育長  事業の拡大も可能だよということです。 

○小田原委員長  できる規定だな。 

○齋藤委員  よろしいですか。つまり、私の聞きたかったのはそこなんですよ。個人的な意

見は別としてとつけ加えたのは、これがゼロになっちゃって、使い切ってしまってもいい

じゃないかという考え方と、やはり先々を見越したときに、これを使っていけばだんだん

少なくなっていってしまいますね。それではまた何かのときに困るから、この際だから改

正しておいて、一般財源をまた補てんできるようにしておこうという改正なんでしょう。

平たく言ってしまえばね。そこのところの明確な答えが見えなかったんですよ。わかりに

くい。 

 ここで一緒にほかの文言を整理するんだから、ついでに改正しておこうよというぐらい

のところなのかな。ちょっと私にはわからなかったけれども、もっと平たく言えば、この

元金がどんどん減っていった２０年後だっていいじゃないのということはあり得ますよね。

そこのところの明確な答えがわからなかったということなんですよ。 

○小田原委員長  答えを絞って言ってもらうためには、ここで言っている、市としては、海

外への交流がさらに広がっていく、それを進めている。教育委員会としても、子どもたち

の異文化体験が必要である、だからこの事業は進める。これをもっと進めるために、財源

もこの文言で言えば一般会計に計上する必要があるんだと。そういう論理だと思うんです
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が、納得できるような説明を求めているので、納得させてください。 

○米山生涯学習総務課長  一般財源を積み立てるという改正の大きな理由は、１つには、市

の財政状況等を勘案して、例えば２年に１度、３年に１度というときに、当然その果実と

基金を取り崩すわけですから、財政的に余裕があったときにまず基金に組み込みまして、

次の年に使う。そういう柔軟的な運営ができるという形が１点あります。 

 当然基金を取り崩していけば、２０年後とかはゼロになる可能性があるんですけれども、

教育委員会としては、派遣を継続的にやる際に、そういうおそれがある場合は条例上一般

会計から入れることによって、そういうおそれをなくすというこの２点が大きな理由であ

ると思います。 

○小田原委員長  よろしいですか。 

○齋藤委員  恐らく私なりに理解しているのは、先ほどの宮木主査の御説明でも、ほかのこ

ういうものも、恐らく市役所の常識的と言ってはちょっと言い方がおかしいのかな、こう

いうものについては一般財源を入れられるように改正しているのかな。恐らくほかでも同

じようにしているんでしょう。そのために今こうしておいた方がよかろうと、将来的なた

めのことを言っているわけですよね。 

○小田原委員長  私はそうじゃないと思っているんだ。 

○米山生涯学習総務課長  そうじゃなくて、将来もそうですけれども、現在も、当然海外の

派遣事業の内容によっては充実していかなければならない際に、当然基金の取り崩し額が

ふえれば、基金にある程度投入しておいた方が果実が出る。その部分もありますから、当

然利率がよくなれば基金の方に、一般会計の余裕があるときには投入させていただいて充

実していくというのは、１つの基金の充実の部分も大きな理由です。 

○小田原委員長  だから、何で基金を充実しなきゃならないかという、そういう理由が言え

ないとだめなんじゃないですか。そこはもうちょっと積極的に八王子市はこれこれこうい

う形で発展しつつある、しなければならない。それを支える市民の育成も急務である。し

たがって、こういう制度を整備しなければならないということじゃないんですか。 

○石川教育長  要するに、世の中が変わってきて、これだけグローバル化が進んでいて国際

理解が求められている中で、この基金を頼りにしているだけでは、今までの話を聞いてい

ると、２年に１回ですから、１０人ですよね。１年に５人だから、それはやっぱり今後拡

大していく必要がもう出てきているんだと。だから、ここで改正しておいた方が、事務局

としてやりやすいですよと、そういうことでしょう。 
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○小田原委員長  そう。ほかの方の基金の条例がこれこれだというのは別の話なんだという

ふうにした方がいいんじゃないですか。だから、合わせる必要じゃなくて、そんなことじ

ゃないんです。いかがですか。 

 では、御意見ございましたら。 

○齋藤委員  先ほど読み合わせた「改正の理由」ですが、やはり日本語というのは大変難し

いなと。文言の整理というのは、プロの方がやられてもなかなか苦労なさるなというのは

正直な感想ですが、やっぱり今ぐらい直ってきちゃうと、これをちゃんと整理したものを

次回に下さい。今のを私も一応書きましたけれども、余りにも文章が訂正ばかりですから、

しっかりと書き直したものを次回いただきたいと思います。 

○米山生涯学習総務課長  それは次回配付したいと思います。 

○小田原委員長  ほかに御意見はありますか。 

○齋藤委員  もう１つよろしいですか。この改正理由は、今いろいろと直ったところ以外で

も、市民感覚から言わせていただくと、やっぱりちょっと専門用語的なところもあるんで

すよね。本当に市民感覚で読むと理解できないところがあるんですよね。だから、私は、

ここをこういうふうに直せということは言えないんですけれども、何か説明文だとか、も

う少し親切にわかりやすく書いていただいた方がいいような気がするんですね。 

 例えば、上から４行目の後ろのところ、「運用収益が少額となったこと等により」とか

とあるじゃないですか。これだけ読むと一般市民の方は意味がわからないと思うんですよ。

いわゆる利息の分しか使えないという意味がこの中にあるわけでしょう。 

○川上委員  これはわからなくない。 

○齋藤委員  ちょっと私は言葉を理解できなかったところですけどね。注意文だとか何かが

欲しいなという感じがしました。一応整理したものをまたいただけたら、しっかり読ませ

ていただきます。 

○小田原委員長  何とかの審議会か検討委員会の報告と違うから、そういう必要があるかと

いったら、ありませんというふうに答えるべきじゃないの。議案として、これを公用文と

して提出する場合に、注をつけたり、わかりやすい言い方ができる――わかりやすい言い

方をするのは必要ですよ。だけども、「運用収益が少額になった」というのをどう開いて

いくかという必要があるのかどうかといったら、処分規定という言葉を説明するなどとい

うことは不必要じゃないんですか。 

○米山生涯学習総務課長  委員長がおっしゃるとおり、その部分は…… 
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○小田原委員長  変えられない言葉じゃないの。 

○米山生涯学習総務課長  はい。改正の理由としては変えられません。ただ、今言ったよう

に、市民感覚としてわかりやすい言葉を置きかえられるようなものがあれば、それは注意

上あるとは思いますけれども、置きかえられないものについては置きかえられませんし、

当然これの説明文というのは、運用収益の何とかという意味を書くのはちょっと難しいと

思います。 

○小田原委員長  説明としてぜひ補ってほしいということは、そのとおりだと思います。 

○米山生涯学習総務課長  文章の中で整理をかけたいと思います。 

○小田原委員長  だから、別紙を用意するとかね。もし必要であるならば、これとは別に用

意するという、そういうことの配慮は必要かもしれませんけれども、この本文を変えると

いうことは、私は必要ないと思うんだけれども、どうですか。 

○川上委員  必要ないと思います。 

○齋藤委員  わかりました。 

○川上委員  この改正をして、何のために改正したかということがはっきりわかるようにと

か、実施することに意義がという、実施して結果どうなったかというところが一番の問題

ですから、途中の手続はどうで、どういうふうな整備ができたからこうできるんじゃなく

て、そこのところに余りエネルギーを使わないで、その先の、どういうふうに実施するか、

どういうふうに実施されたか。そして、実施して国際交流体験を身につけてきたとか、体

験した青少年がどのようにその後市としても受けとめるか、何かそこら辺のところが大事

で、こんなところにエネルギーを使っているよりも、そっちの方を先に構想を立てておい

た方が、そのことを教えてくださって、だから、これをしたいんだというところを教えて

いただくのが順序かなというふうに思いました。 

○米山生涯学習総務課長  本来ですと、それが一番委員さんのおっしゃるとおり筋の部分で

ございます。今回これの条例改正がきっかけとなった部分は、先ほど言ったように、実は

ちょっと訂正をさせていただいた部分は、八王子市と海外の、今、候補都市が３都市ござ

いますけれども、将来的には友好都市を結ぶという形なんですね。本年度は交流協定を結

ぶと。交流した中でお互いにメリット、デメリットとかを検証しながら、その後、友好都

市を結ぶような話で今進んでおります。 

 私どもも、その辺の海外の推進担当ができましたので、派遣する前、派遣した後、派遣

の際の中身が一番重要なものですから、そこの部分はこの条例改正の後これから詰めてい
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きたいと思います。当然市との関係は少しはございます。ただ、教育委員会としては派遣

事業は実施したいと思いますけれども、派遣が一番重要だとまさしく委員さんがおっしゃ

ったように考えております。 

○小田原委員長  川上委員は、もうちょっとその先を言っているんですよ。手続論争でやる

んじゃなくて、派遣した子どもたちが、青少年がどれほど意味を見出して帰ってきて、そ

れをまた役立てているかということをしっかり見きわめて、そっちの方を考えていってほ

しいということのように思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、ほかに御意見もないようでございますので、お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております第５号議案については、先ほどの改正理由の訂正を含め

て、そのように決定するということでよろしゅうございますか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小田原委員長  そのように決定することにいたしました。 

 議案は以上です。 

 ――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○小田原委員長  続いて、報告事項となります。 

 学事課から報告をお願いいたします。 

○小泉学事課長  それでは、平成１８年度の学級編制の概要について御報告いたします。 

 資料をごらんいただきたいと思います。学級編制につきましては、都の教育委員会が定

められております編制基準に基づきまして、４月１日を基準日として学級編制を行いまし

て、４月７日までに児童生徒数が増加して学級数の増ができる人数になった場合には、都

の教育委員会に学級数の増について協議ができるという仕組みになっております。本日は、

こういった手続を経て確定いたしました４月７日現在の学級編制の状況について御報告い

たします。 

 １８年度学級編制の概要についてという資料をごらんいただきたいと思います。資料の

左側が小学校、右側が中学校の状況をまとめております。 

 まず、１の学校数・児童生徒数・学級数でございますけれども、小学校では６９校、２

万９,２８４人、９３８学級となりました。 

 ①の対前年度比でございますけれども、１８年度は１７年度に比べまして、人数で８０

名の増、学級数では３学級の増と、こういうことになっております。 

 右側の中学校の方でございますが、３８校で、１万３,１２８人、３８１学級。対前年
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度比では１７９人増、学級数で言いますと５学級の増と、こういう結果になりました。 

 ②には、過去のピーク時と本年度とどのくらい差があるかということで、そこにマイナ

スになった人数を載せてございます。 

 次に、２の学級数別学校数でございますけれども、ごらんのように、６学級以下の学校

は、小学校、中学校とも６校ずつでございます。７から１１学級まで、このランクですと

小学校が１０校、中学校が１８校。１２から１８学級につきましては、小学校４２校で、

中学校が１３校。それから、１９学級以上の大規模校になりますと、小学校が１０校、中

学校は０ということでございます。 

 次の３でございますが、児童数が多い大規模校でございますけれども、小学校では、一

番大きいのが由木中央小、８０８名、２４学級。以下、長池小の２２学級、七国小の２２

学級と続いております。中学校では、石川中、宮上中、第一中の３校が１６学級でござい

ます。 

 それから４の、逆に児童数が少ない学校でございますけれども、小学校の方では恩方二

小、上川口小、美山小、この３校が単学級の６学級ということで、小規模となっておりま

す。中学校につきましては、加住中の３学級が最小規模で、以下、館中の４学級、横川中

の６学級という順番になっております。 

 各校の個々の状況につきましては、お手元にもう一枚、裏表の表になった資料をお配り

してございます。表側が小学校で、裏側が中学校ということで、ここに学年別児童生徒数

と学級数を掲載しておりますので、お目通しいただきたいと思います。 

 以上で１８年度の学級編制の概要について御報告を終わりますが、この学級編制に関連

いたします平成１８年度の学級選択の結果についてでございます。それともう１つ、私立

学校への入学状況、これらにつきましてはただいまデータを集計中でございまして、次回

の定例会で報告をさせていただく予定でございますので、御了承のほどよろしくお願いい

たします。以上でございます。 

○小田原委員長  説明は終わりました。 

 ただいまの件につきまして御質疑ございませんか。――よろしゅうございますか。 

 それでは、今、大規模校、小規模校という言葉があったんだけれども、そういう言葉を

プリントの中では使っていませんよね。 

○小泉学事課長  私は言葉を大規模校とちょっと言ったんですけれども、表のように、児童

生徒数が多い学校、少ない学校と言い方で御理解いただければと思います。 
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○小田原委員長  一般に大規模校というのは幾つからですか。 

○小泉学事課長  適正配置の審議会の方の前回の答申の中では、１２から１８学級が適正規

模といいましょうか、そういう言い方をしていますので、それより多い学校が大規模校。 

○小田原委員長  小学校でですか。 

○小泉学事課長  小、中ともです。１２から１８が適正規模という答申を受けております。 

○小田原委員長  そうすると、１１以下、１９以上は大規模とか小規模に該当すると。 

○小泉学事課長  その適正規模から言うと、その上、下で言えば、そういうふうになると思

います。 

○小田原委員長  審議会じゃなくて、例えば都とか国が大規模、小規模と言っていても、何

か基準みたいのがあるんですか。 

○小泉学事課長  いや、私は承知しておりません。 

○小田原委員長  特に質問がないようでしたら、御意見はありますか。 

○齋藤委員  やはり先ほどの川上委員の話じゃないんですが、やはりこういうデータをとっ

た後の、次回これもまた細部の、細かいデータが出るということで今御説明をいただきま

したけれども、問題は、この現実を見て、これをどうしていくかというところのこれから

先が問題なんだと思うんですよね。せっかくこれだけのデータをとって、これは当然のこ

とながら必要なデータなんだと思いますが、その後、市教委としてどういうふうに考えて

いくかということが、その年度にその学校にいる子どもたちは、今がとにかく生きている、

そこの学校で過ごしている現在ですから、大至急いろんなことを考えなきゃならない問題

が、この１枚の紙からいろんなものが読み取れますよね。 

 例えば加住中というのは、中学校であって３学級ということは、つまり、１、２、３年

全部１クラスということなわけですよね。それから、小学校の方にしても、恩二、上川口、

美山、それ以外にもあるんでしょうけれども、６学級ということは、恐らく全部の学年が

１クラスずつと。片や、由木中央では２４学級あるというのは、きょう、市長も、政策の

中で足りなければ、いろいろ必要なのはどんどんまたつくっていけばいいといういろんな

お話もありましたけれども、急いで何か対策を考えていかないといけないのかなという、

これから読み取れるもののこれから先なんだと思いますけれども。 

○小泉学事課長  おっしゃるとおりで、市教委の方でも適正配置の審議会に諮問をして、学

校の適正配置について検討をしていくという方向を持っていまして、こういう規模の大き

い学校と単学級の学校を今後どういうふうにしていくかということの検討をこれから始め
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ていくという段階に来ております。 

○齋藤委員  もちろん審議会が今年度でき上がることは報告でも受けていますし、そこで急

いでいろんなことを考えるんでしょうが、審議会で審議している間にも子どもたちは今年

度ここで過ごしているわけですから、とりあえず何か急務としてやっておかなきゃならな

いことってあるんじゃないでしょうかね。まだ審議会で話し合わざるを得ないのかな。そ

こでいろんな答申を得て考えて、恐らく結論が出て実施になるまでには、まず１年かかっ

ちゃうでしょう。何か手っ取り早くやれる方法を審議するということは無理なんでしょう

かね。 

○石川教育長  これは教育課程の問題が大半になると思うので、それは学校長たちが現場で

いろんな工夫はできると思いますよ。何も教育委員会でこうしろああしろと言わなくても、

それは現場で考えればいいことだというふうに思いますね。 

○小田原委員長  これで見ると、例えば上川口小の３年生が４人だよね。あるいは中山小の

１年生が５人。そういうところは、子どもたちにとっての学習がどうか、あるいは社会的

な訓練がどうかというようなことがあるから、学校が当然考えていくだろうということだ

よね。ただ、齋藤委員は、教育委員会として考えなきゃいけないことがあるだろうという

ので考えているわけで、学事課としてもそこをどう考えるか。 

○石川教育長  だから、例えばそのときに子どもたちの移送をどうするんだというようなこ

とで多少相談があれば、それはある程度はこたえられますよね。移送、子どもたちの足。 

○小田原委員長  足とか、道とか。 

○小泉学事課長  学校選択の検証といいましょうか、それと、こういう小規模化した学校の

あり方を今後どうするかというようなことについてセットで、あるいは大規模化の大きく

なっている学校も考えていかなきゃいけないことだと思います。ただ、きょうのあしたで、

今の上川口小とか、そういうところの少ない学年をどうするか、学級をどうするかという

ようなことで、学事課としてそこで特効薬があるわけじゃありませんので、今、教育長が

おっしゃったように、学校の中で指導上の配慮をしていくというところで対応していかざ

るを得ないのかなと思います。 

○石垣学校教育部長  先ほど学事課長が適正配置という形の検討会をことし立ち上げるとい

うことがありますけれども、これについては、やはり１学年だけではなくて、何学年と継

続した部分で判断していく部分の検討会だろうと私は思っております。またもう１つは、

選択制という話の中で、特色ある学校をどう校長先生がつくっていくか。そういう中で、
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また１学年の人数も違ってくる部分もあるんだろうと思うので、そういう部分も十分見な

がら検討していかなきゃいけないとは思います。すぐに対応という部分も必要な部分はあ

ろうかなとは思いますけれども、そういう部分を十分見ながら検討していく必要もあるの

かなと思っているところでございます。 

○小田原委員長  選択校が、キャパシティーの問題でいっぱいになっちゃったら、どうなる

んですか。 

○小泉学事課長  基本的に学校選択制を始めるに当たって、その年度にその学校が施設的に

どのくらい余裕があるのか。何クラス普通学級なり教室があるのかということから、その

学校が何人まで受け入れられるかという人数を学校と学事課で協議しながら決めまして、

その人数を上限として選択希望受入れという方式をとっておりますので…… 

○小田原委員長  それはいいんだけれども、だから、はみ出た学校があったのかどうか。 

○小泉学事課長  第七中学校で希望が全部聞けなかったという結果はございました。 

○小田原委員長  何人くらい。 

○小泉学事課長  ４０人とか、そういう単位ですね。第六、横山両中学校が工事をしていた

ことから周辺の学校へ入りたいと。    

○小田原委員長  要するに、特色があるから七中に集まったというわけじゃないんだ。 

○小泉学事課長  そうですね。 

○小田原委員長  では、本来の学校選択制に反するというか――そんなことを言うと怒られ

ちゃうのかな。部活動とか、そういう関係ではなくて……。そうですか。わかりました。 

○小泉学事課長  ちょっと正確な数字を申し上げられないんですけれども、かなり七中に集

中しまして、今、受け入れ予定数を大幅に超えたことで、その希望に沿えなかったという

ことで、納得をしていただいて、かなりこちらの方に御意見がありましたけれども、結局

は納得いただいて、もとの指定校なり、あるいは別な選択校に移っていただいたというこ

とです。 

○小田原委員長  私は前から言っているんだけれども、集まった学校は、キャパシティーが

ないからいっぱいになっちゃったから、だからもとに戻すとかという話はやめて、やっぱ

りプレハブなり何なりをつくって、そういう学校はそれを受け入れていくというふうにし

なかったら、学校選択制の意味ないんだよね。校長が幾ら頑張ったって、建物を超えるわ

けにいきませんみたいな話は、やっぱり校長の頑張りを生かせない形だろうと思いますの

で、そこら辺はもう一回考えていかなきゃいけないだろうと思いますけれども、きょう、
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市長は力強いお言葉を校長先生方に投げていましたから、また私たちが苦しむ材料になる

かもしれませんけれども、考えていただきたいと思います。 

○齋藤委員  １つ。今、石川教育長がおっしゃったように、きょうも市長の話もあったよう

に、学校もやっぱり社長として政策を考えていくというのはわかるんですよ。当然学校側

も考えると思うんですよね。新入生が５名のところとか、７名という１けたということに

なってくると、これは何とかしなきゃならんというのは当然校長は考えると思うんですが、

私が先ほどから言っているのは、やっぱり市教委としても何かそこのところが協力できる

かどうかというものを何か見ていって、子どもたちのためになることですから、現場の話

をよく聞いて、私が具体的なことを言えないのが悔しいんですが、我々の学校の現状とい

うものをよく見ていって、何とかよりよい環境をつくることはずっと見続けてやる必要性

があるんじゃないかというようなことを私は言いたかったんですけれども、校長先生が当

然考えることだから、学校にある程度任せるというようなことではなくて、市教委として

もしっかりと指導主事を初め、また現場の声を一生懸命聞きながら、協力してやってもら

いたいなと思うんです。というつもりで意見を言わさせてもらったんですけれども。 

○小泉学事課長  学校選択制を導入してここで３年たちましたので、３年間の結果、選択状

況を検証する中で、一応そういう課題、小規模化している学校と規模が大きくなっている

学校をどうしていくかと。そういうようなところを学校と、もちろん指導室とも連携する

んですけれども、学校と話し合いしながら、解決策を見出していきたいというふうに考え

ております。 

○小田原委員長  よろしゅうございますか。 

 では、特にないようでございますので、本件につきましてはまた改めて御報告が出ると

いうことで、またその際、聞き漏らした点がありましたらつけ加えていただきたいと思い

ます。 

 それでは、学事課の報告は以上で終わります。 

 ほかに何か報告する事項はありますか。 

○石垣学校教育部長  特にございません。 

○小田原委員長  生涯学習部もいいですか。 

○菊谷生涯学習スポーツ部長  ございません。 

○小田原委員長  委員の方で何かございますか。 

○齋藤委員  八王子市では教育委員会の議事録をホームページの方で公表しておりますので、
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本当に自分で読み直すと恥ずかしいようなぐらいしっかりとしたテープ起こしで、細部に

わたって会議の内容がしっかり明記されています。私は、市民の方々に読んでもらう、公

表しているということでは大変いいことだというふうに思っております。私の感覚では比

較的読んでいる方がいらっしゃるんですね。思いのほかと言っては失礼なんですけれども、

それで、たまにいろんな意見を言われたりとか、お電話いただいたりとかということもた

まにあります。 

 そういうことも私は意識して、やはり今、文科省がいろんな政策を打ち出してきます。

前回のときも小田原委員長といろんなお話になった小学校の例えば理科助手の問題、この

あたりもいきなり文科省あたりが新聞発表などする。もちろんそれに躍らされてはいけな

いということは十分わかっているんです。ただ、市教委としてそういうものを見過ごして

いない、絶えずアンテナを伸ばしていろいろなものを絶えず受けとめて、これは少し静観

視する問題だと、様子を見る問題だと。これについてはいち早く動いた方がいいと。その

あたりのことを絶えずアンテナを広く張りめぐらせて、いろいろな情報は絶えずつかんで

いるぞというものはやはり必要だと思うんですね。 

 ですから、私は、新聞なんかに出てくると、あえて議事録に残る形で質問させていただ

いているという、ちょっと前置きが長くて申しわけないんですが、今回もやっぱり読売新

聞の方で４月１６日に、文科省の方が今度教員のＯＢの無料の公立の塾をつくるというよ

うなことが１面に発表されて、結構私もインパクト強く読ませていただきましたけれども、

またこれもすごい問題だなと思うんですけれども、市教委がすぐこういうものに躍らされ

るという意味ではなくて、当然指導主事の方々だとか事務局の方々としては、どういうふ

うにこれを読み取って、市教委としてはどういうような受けとめ方をしていらっしゃるか

というところを一応御質問させていただけたらというふうに思うんですが。 

○小田原委員長  事務局で何かございますか。 

○朴木指導室統括指導主事  今、その記事を配らせていただいて、調べた範囲で説明させて

いただきます。 

 この政策は文科省の方に直接問い合わせました。文科省の生涯学習政策局子どもの居場

所づくり推進室、こういう部署が主管課なんだそうです。それで、平成１９年度からの予

定の中で、夏の概算予算要求から動き出していこうということで、まだ何も決まっていな

いということだそうです。この前の理科の助手の教員もあわせて、まだこれからどうこう

していくかということですので、現在のところ、お知らせするものは何もないということ
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でした。今後、都教委を通じて時期が来たらお知らせするということだそうです。 

 これが今の中身のことですけれども、この前の理科助手の話とあわせて、まずは学校教

育の中身を充実させることが大事じゃないかなというスタンスで、教育長以下これまでや

ってきたところですし、理科助手の話もありましたけれども、理科の授業が充実するよう

に、理科を担当する先生や理科専科の先生の授業力を高めるような研修をやっぱり充実さ

せていくとか、そういう方向でこちらも指導支援していく方向で考えたいなというふうに

思っております。 

 またこれについてももう少しよく調べてみないとわからないところがありますけれども、

やはりスタンスとしては、私たちは公立学校の学校教育の中身を充実させたい。先生方の

指導力を高めるような研修というところでやりたいなと思っているところです。もう少し

これは動向を見きわめたいと思っております。 

○齋藤委員  急な質問ではお答えにくいと思って、事前に私もお電話で朴木指導主事と、ち

ょっとこれはどうなんだということでお話はさせていただいたんですけれども、とにかく

でも、天下の三大新聞の１面にこれだけのことを、文科省は来年度から学習指導を全国で

スタートさせる方針を固めたとしているわけですよね。何にも内容の細部が決まっていな

いで、こういうものを発表させてしまうという。新聞社が悪いのか、当然事前にいろんな

インタビューとか話は受けていると思いますけれども、それを許している文科省が悪いの

か。いわゆるたくさんの一般市民がこれを読んだときに、１面にこういうものが出てくる

とびっくりしますよね。 

○小田原委員長  びっくりしないって。大丈夫だって。 

○齋藤委員  しないですか。 

○小田原委員長  しない。だって、そんなのは齋藤委員がもう既に言っていたじゃない。教

育長は来てすぐに言っていた話じゃない。都立高校ではこれをもうやっているわけだから、

それを齋藤委員は小・中でもやれと自分で言っていたから、驚かないって、大丈夫。教育

長は、もう人材バンクをやりましょうと呼びかけて、ただ、その笛にくっついてくる部分

が大分少ないので苦労しているわけで、だから、これとは別になるか、同じになるかわか

らないけれども、八王子市としてはもうそのスタートを切っているわけだ。教育長がずっ

と言ってきている話だから、そういう話をすればいい。驚かないって。 

○朴木指導室統括指導主事  土曜授業等今学校が動き出しているところですし、ある中学校

においては、先生方の熱意で土曜日に授業というか、補習授業等を推し進めよう。あるい

 
１９



は、英検等を受ける子どもたちにも、そういった基礎の力を伸ばすような工夫を始め出し

たところです。 

○小田原委員長  だから、そのときにある中学校なんて言わないで、どこどこはというふう

に言ってやるんですよ。 

○朴木指導室統括指導主事  わかりました。補習を始めようとした、今情報を持っていると

ころは第二中学校です。それから英検等は、こんなのをやっていいかという問い合わせが

あったところは第六中学校です。 

○小田原委員長  やるところはもう始めているんだから、そういうところには金も人もつけ

ると言ってやればいいんだよ。それで、そういうふうに言うことによって、教育長が校長

先生方に、今からでも遅くはないぞと。全部持ってきたって、全部受け付けるといって、

指導主事は大変だと言うだろうけれども、そういうことをやろうとしているわけだから、

これに乗るかどうかはまた別に考えればいい話であって、そういうことでよろしいんじゃ

ないか。 

○石川教育長  第一義的には、現在いる教職員の資質・能力を高めることなんですよ。これ

をまずやらなきゃだめですよ。それで十分に手が届かないところも出てきちゃうわけだか

ら、そこの部分を何とか補うような人材バンクというふうに考えて、現在もう動き出して

いますので、そんなに心配することはないと。むしろ国の動きなんかよりもずっと早くこ

ちらは動いているということですので、余りそういうのに躍らされない方がいいのかなと

いうふうには思いますね。 

○齋藤委員  よくわかりました。力強い教育長のお言葉でもあるし、とにかく子どもたちの

ためのことですから、ただ、こういう文章を読むと、市区町村に運営費用を支援するとか

という文章なんか出てくると、市民感覚からするとすぐ、支援してもらえるんだったら、

支援してもらおうよと、国がこういうものをやるということに対して、市区町村に運営費

を支援すると明記しているわけですよね。であるならば、こういうものはいち早くもらえ

るものはもらっちゃった方がいいんじゃないかと、すぐ思っちゃうわけですよ。ですから、

朴木指導主事を初め、皆さんアンテナを広く、こういうものをどんどん受けとめてくださ

っているようなので、また安心しながら、私の方もやっぱり一生懸命勉強しながら、気が

ついたことをまた質問させていただくかもしれませんけれども、よりいい八王子の市教委

になることを、こういうのをうまく利用できたらいいなというふうに思っています。 

○小田原委員長  齋藤委員が言った、アンテナを張って情報集めにそれでキャッチしながら、
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八王子市として教育充実のために何が必要か、どう考えていかなきゃいけないかというこ

とは常に考えていかなければいけないだろうと思いますので、またよろしくお願いしたい

と思います。 

 そのほか、委員の方から何かございませんか。よろしゅうございますか。 

 では、ほかにはないようでございますので、以上で本定例会の議事日程はすべて終了い

たしました。 

 どうもありがとうございました。 

 

【午後１時５９分閉会】 
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